
 

 

 

 

 

 

 

              

６月４日（水）に校内弁論大会が開催されました。中学部・高等部から選出され

た８名のうち、当日やむを得ない理由で１名が欠席し、７名の代表生徒たちによる

発表がありました。様々な体験や心からの思いが、それぞれ、自分自身の言葉に託

されて、語られました。聴衆も誠意をもって聴き入っていました。審査の結果、１

位は松村一輝さん、２位村沢綾乃さん、３位安田啓志さんが受賞しました。そして、

生徒会特別賞には、梶木あや乃さんが選ばれました。 

 

 

そして、第５２回近畿盲学校弁論大会が、６月１９日（木）に滋賀県立盲学校主

管でありました。近畿地区盲学校から代表生徒が 18 名（中学部生徒は３名）参加

し、本校からも、中学部の松村一輝さんと村沢綾乃さん２名が参加しました。過去

の自分、現在の自分を振り返る中で、将来への展望を見通した生き方について、緊

張しながらも思いを強く語っていました。結果は入賞することができませんでした

が、帰校した後も、寄宿舎での避難訓練に参加し、与えられた役割を最後までしっ

かりとこなしてくれました。お疲れ様でした。そして、ありがとうございました。 

 

 

 

７月７日から１１日までの５日間、高等部本科普通科の生徒全員１３名の職場体

験実習を計画しました。台風が来て１１日は中止になりましたが、全員一生懸命に

取り組みました。今回は中学部の生徒全員が３グループに分かれて高等部普通科生

徒の実習の様子を見学しました。各々が働くことの意味、自分の適性、卒業後の進

路等について考えたはずです。なお、実習先は、コープ、神戸市立点字図書館、リ

エゾン（高齢者デイサービス）、ケアハウスふるさと、作業所です。一部の生徒は

見学も行いました。見学先は、神戸視力障害センター、兵庫県立障害者高等技術専

門学院、北川治療院、大学（４校）、本校理療科です。 

 

 

 

 ７月１４日（月）に、「わかさ生活」さんとの共催で「なかよし会」を行いました。ブ

ルーベリーの植樹では、「いつ実ができるの？」や「土の上にどうして藁を敷くの？」等、

子どもたちの様々な質問に答えて頂きながら苗を植えました。調理では、ブルーベリーの

実を砂糖で煮詰めてジャムを作ってホットケーキの上にのせていただきました。口の周り

を紫色に染めながらおいしそうに頬張っていました。ブルーベリーのお世話をがんばって、

来年実がなることを楽しみにしています。 

  

中学部２名が近畿盲学校弁論大会に出場！ 

中学部・高等部が職場体験実習を行いました！ 

ブルーベリーの植樹を体験！～幼小学部 なかよし会～ 
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希希望望のの花花  

校内弁論大会の様子 

近畿盲学校弁論大会の様子 

職場体験実習中の様子 

調理実習の様子 


